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（筑波大学）

　環境社会学 の 研究 は、近年、生活破壊 ・環境問題 の 研究か ら 「生活」の 保全 へ と深化 しつ つ あ

る 。 「民衆の 生 活実践 と 日常 の 価値観と知識 に視点を置 く」 立場 を一
歩進め て 、人々 の 「生活の

場」 へ 自 らの 身体 を投入 し、実践を志向した 「よそ者」と して 自ら を客観化す る 視座 が 求め られ

て い る 。

　鬼頭の 「よ そ者」論は、方法論的客観主義 に 固 執す るが ゆ えに 「生 活」の 論理 に 迫 る とい う現

代的課題 を捉 え きれ ない と考える 。 本稿 の 「身体 に備 わ っ た 自明性 をあ て に し」つ つ 調査主体を

客観化 す る 視角 は、新 た な 「よ そ者」論を提 出 す る 。 す な わ ち、民衆 〔村人 りした 「よ そ 者」を

含 む ）、定住す る 「よそ者」 と定住 しな い 「よそ 者」 の 三 者が 「文化空 間 」の 中で ダ イ ナ ミ ッ ク

に 交錯する 姿が 浮 き彫 りに な る 。

　い うなれば、 「生活」の 論 理 へ 肉薄す る に は、調査主 体 に 実践 性 ・当事者 性 を加 味 した視 座 が

要請 され る 。 そ の 視角 か ら見 る と、環境保全をめ ざす 「運動」に は、遊 び とい う要素が 不 口∫欠で

あ る こ と も明 らか に な っ た。

キー
ワ
ー

ド　山村再生、環境保全 、 「よそ者」、「自由文化空間」

1．問題の 所在　生活 へ の凝視 と当事者性

　生活破壊の極限は人間の 身体の 破壊で ある 。 水俣病は、人間の 尊厳の 根本を根 こ ぎに した 。 歴

史的に人々 の心の 中で醸成され て きた 「差別の構造．」がその 病の 陰を深 くし、病が新たな差 別を

創 り出す 山
。 環境社会学は 、こ うした 「身体的人間の破壊1　（宗像巌の用語）に 及ぶ 生活破壊

に対 して は もちろ ん 、新幹線公害、巨大開発 ・核燃料問題など、法的 ・
政治的に激突する可 能性

の 多い 環境問題 として 生起する様 々 な課題 に対 して研究 を蓄積して きた 12 ）
。

　
一一
方、近年は こ うした社会問題 として 生起 し、運動へ と発展する 課題 の みならず、 「あ りふ れ

た空間 ・
景観の 保全」 とい っ た生活課題に対 して も我 々 の 研究が深化 しつ つ あ る

f31
。 さ ら に 、

堀川三郎が い うように 「建築物 の 保存」に加えて 、そ の 背後に ある 「生活」の 保存をも考え て い

こ うとい う 「生活」へ の 着目
i41

、地球環境問題 と地域環境問題が直結する現代 にお い て、こ う

した 日本の環境社会学研究 の 深 ま りの 背景に は、実践 を念頭に 置い て 「暮ら しの論理」に 肉薄し

よ うとす る研究 者 の 語 らない 態度がある よ うに思 う。

　しか し、嘉田出紀子 は 「経済援助 とセ ッ トに な っ た 『ひ もつ き思想』」が 海外援助に依存 した

途上国環境政策を支配 してお り、　「声の 小 さい
、 とい うか本来言語化 も困難 で 、声に な らな い

、

民衆の 生 活実践 と日常の 価値観と知識 に視点を置 く立場は ほ とん ど見 られ な い 」 と述べ て い る

（嘉日日，　】998：120）　。

環 境社 会 学研究5 （1999 ） ：21−37
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　嘉田 の 指摘を途上国 の 問題 として だけに留め て お けない 現実か らの 要請がある 。 現代 日本の 山

村 の 「悲 しさ」は、住民の 諦観の 奥底 にある石牟礼道子が い う心の 荒廃で ある 。

　「日本列島の 改造……村 を都市 に変えて や るか ら有 り難 く思 え とい うよ うな こ とで始 まっ て、今や それ

が貫徹 して い る と思 うん で す。……役場 も学校 もコ ン ク リートに しま した し、　『もうど こ に来て もろ う

て も、もう田舎じゃ あ ご ざい ませ ん』とよく村長 さん た ちが胸 を張 っ て お っ し ゃ い ます。……人 間 の 内

部 を、田 舎の 人間の
一

人
一

人 に至 る ま で 、 そ の 意識 もや っ ぱ りロ ー
ラ
ー

で や っ た よ う に コ ン ク リートの

よ うな もの に して しまっ た ん じゃ な い か と思 うん で すね。……まず人間の 内部が その よ うに され て、そ

の 結果 と して、目 に見える 人間社会の 崩壊 に な っ て い るん だ ろ うとお もい ます」　（石 牟礼，1998：35） 。

　こ の 人 々 の 「心 の荒廃」を構造に起因する もの として客観主義的に突 き放す こ とも可能で ある

が 、南ア フ リカ 「グ ウ ィ の身体 と言葉の Lff界」を 「自閉症児」の我が子の世界に映 して み ようと

す る 「身体の 人類学」　（菅原，1993）、ア フ リ カや サ バ ル タ ン と日本の 自分たちが く地続 き〉で

ある と認識する 「生活の 場の 人類学」　（小田，1996a；松田，1996）の フ ィール ドワ
ー

カ
ー

た ちに

倣 っ て 、 「フ ィール ドで定型化 した文化 の 語 りを聞き出した人類学者は 、
い か なる実践を編み出

して い くの か」　（松田 ，
1998：216 ） と問い か けよ う。

　生活環境主義 の 視座 を 、 山村の 現状 に 照 ら して そ の 立場 を徹底す る方向は ない だ ろ うか と再度

問 うて み た 。 そ の 時に 、 M ，セ ル ト
ー

に よ っ て 「ブ リ コ ラージ ュ 的戦術」論 を展開する小 田亮や

「構造 的敗者」の 「抵抗」 に功利主義的な 「動機」 を見ようとす る松田素二 らの 民衆像、実践観

とも向 き合 う必要が あるだろ う 〔5〕
。

　本稿は、 「当事者性」を自らに課 して 環境問題に も 「運動」に も無縁 と思念 された地域 を敢え

て フ ィ
ール ドとして 、地域再生 の 手が か りと 「よそ者」の 実践の あ りようを探る試み で ある 。

2．「よそ者」と 「自由文化空間」の創造

2．1．「よそ者」論 へ の疑問

　嘉田 は 「民衆の 生活実践 と日常の 価値観と知識 に視点 を置 く立場」　（嘉田，1998）に研究者が

容易に 立 てる と言 っ て い る わけで はない
。 地域住民の 「身体化された歴 史」で ある ハ ビ トゥ ス に

接近する 方法 を選択 し、写真 を提示 して 「生活の 中に習慣化」 した もの を人々 の 記憶 と身体 の あ

りよ うか ら拾 い 上げ よ うとする （嘉田，1997） 。 氏の 「姿勢」は 、自らの 研究者 として の ハ ビ

トゥ ス を自覚しな い で取 りうる姿勢で は ない 。 「暮 らしの論理」へ 漸近線的に接近する方法 とし

て嘉田の 「資料提示型イン タビ ュ
ー」 は、生活環境主義や 「よそ者」論 に積極的な実践性 ・当事

者性 を付加する 。

　 「環境社会学は、最終的な学問的な評価の レベ ル では、何 らか の形で価値中立的なス タ ン ス を

とる 必 要性が 求め られ て い る1 とい う鬼頭秀一
の 「よそ者」論は、ア フ リカに就 く人類学者の 身

体 を介在 させた フ ィ
ー

ル ドワ
ーク の プ ロ セ ス や 生活環境主義の 理論的展開の 積極性を否応 な く剥

ぎ取 っ て しまうの で はな い か 。 すな わ ち、 「受難に あ っ て み て 初め て 人間 の こ とが よ く分か っ

た 。

……であれば、　（苦 しみ を与えた人達を）許 しま し ょ う」と水俣病の 患 者 に成 り代わ っ て 説
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く石牟礼の 突 き抜けた対象認識 （石 牟礼，1998） 、 「構造的敗者」の 創造的抵抗に 自らを投入す

る覚悟を隠 して硬質な筆遣 い で書 きつ づ る松 田の 「敗者」へ の 哀感 （松田，1997）と鬼頭の 乾い

た 「切断」 との 懸隔を考える 必要がある 。

　 「哀感」など とい っ て ロ マ ン テ ィ シ ズム を こ とさら押 しつ けるつ もりはない
。　「『異文化』 と

『自文化』を貫 き人 に 不 自由をもた らすシ ス テ ム か らの 開放を意図 し実践する ゲ リラと して、生

活世界へ と潜入 し て い くこ と」　（松田
，
1998：216 ）が 人類学者 と し て の責務で ある と松田 は宣揚

する。鬼頭の 「よ そ者」論に根源的 に欠け て い る の は、松 出 の こ の 実践へ の 意志 と菅原が 「とも

に あ る 身体」とい う時の
、 身体で わか る とい うわか り方へ の 了解で ある 。 「ともに ある」 とい う

用語は 「あまり根拠の ない 理論的な偏向に陥る こ となく、身体相互 間 の多様な関わりの 幅を最大

限覆 い うる」　（菅原，1993：53）の で あ り、 「身体 にそなわ っ た 自明性 をあて に して い る」　（菅

原，1993 ；55） フ ィ
ール ドワ ーカ ーの語 らない 信念か ら生 まれた もの で ある c61

。

　 「研究者は、そ の運動の 当事者の思 い やそ の 地域 の 生活や文化 とい う対象 を 「共感』 を通 じた

手法で 把握 し、彼 らの 思 い をそ の 中で 整合的な形で理解 し、こ との 真実に迫る こ とが必 要で あ

る 。 そ れ と同時に 、環境運動 を よ り普遍的な枠組み で分析 し、意味づ けをす る役割が求め ら れ て

い る」　（鬼頭，1998 ；155）と鬼頭 は結論 して い る 。

　氏 の こ の表現は、当事者性、実践へ の 決意溢れた人類学者や生活環境主義の 旗印に集 う研究者

たちの 認識 か ら読む と 「定型化した語 り」であ り、平板に映らざる を得な い
。 非合理 的 「主体」

へ の着 目が 「よそ者」 自身の 「非合理性」 を内省 させ る契機 となる （大杉，1998：125） とい っ た

時に、　 「定型化 した語 り」を超 えて 「夥 しい 人間的努力に よる生活実践」　 （松 田，1998：215）ヘ

フ ィ
ー

ル ドワ
ー

カ
ー

の 凝視 した 目が向い て い る こ とを知る 。 さらに 、鬼頭の表現か らは生活環境

主義の研究者 らの仔細なモ ノ グ ラ フ （鳥越 ・嘉 田編，1984；鳥越編，1989）が語ろ うとする と こ

ろ は ス ル リ と抜け落ちて しまう。

　 こ の 「よそ者」論と生活環境主義の立場を今
一

歩深化 させ る た め に、筆者は何をすべ きだ ろ う

か と考えて み た い
。 そ うした時に、環境問題 へ の 関心か ら全 く遠い あ る福島県の 山村を念頭に置

い て 、実践 を志向 した 「仮説」を提示 して み た い と思 う。もちろ ん 、すで に触れ た近年の 人類学

の 成果や生活環境主義の研究者たちか ら学んだ こ とが その背景にある こ とは い うまで もな い が 、

それ以上 に山村の現場で の 試行錯誤に負 うと こ ろ が 大で ある 。

2．2，民衆の文化創造 力

　 さて、マ ン デ ル 夫妻は ネオ
・マ ル ク ス 主義に よ っ て立 つ 「グラ ム シ の追随者たち」の 文化ヘ ゲ

モ ニ ー
論をカ リブ （トリニ ダ

ー
ド ・トバ ゴ）の フ ィ

ー
ル ドワ

ー
ク に 基 づ い た 「体験」か ら批判す

る 。

　労働者独自の文化活動 を展開させ る こ とに よっ て労働者階級は支配階級の ヘ ゲ モ ニ ッ クな文化

的支配に対抗する 可能性 を強め て い る 。つ まり、文化活動は 階級闘争 の 形 を取る もの だ と見な さ

れ る の で ある 。 しか し、彼 らは 「草の根運動の発展 （バ ス ケ ッ トボ
ー

ル ）は、支配的階級の文化

的ヘ ゲ モ ニ
ー
ある い は文化的統制へ の 挑戦／抵抗 を意味 して い る」 とい う理解 を疑わ しい もの と

い う　（Mandle　and 　Mandle，1990：72）。
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　 「発展 した資本主義国は西欧的 なス ポ
ー

ッ の 形態と組織を押 しつ ける こ とを通 じて 彼らの 帝国

主義的な支配の 手を貧 しい 国 々 に伸ば して い く」 とい う文化帝国主義的理解とこ うした文化領域

（ス ポ
ー

ツ など）が支配階級 へ の 抵抗の 機構 に な りうるとい うヘ ゲ モ ニ ー論の双方を批判する の

で あ る 。 カ リ ブ の 文化の 中 に こ うした 理解に 同意する実証 的 な根拠 を見い だ し得な い と して
、

レ

イモ ン ド ・ウ ィ リア ム ス に倣 っ て 、 「バ ス ケ ッ トボ
ー

ル は 、 『自由な open 』文化で あ り、支配

的モ
ー

ド／支配階級が 『取 る に足 りない もの』と して 見過 ご して しまう領域である」と考える 。

　彼 らの 理解は 、R，ウ ィ リア ム ス の独 自な読み 替えで ある 。
　 R ，ウ ィ リア ム ス は 、

　「支 配 階級の 独特か つ 際だ っ た特徴 は、支配的モ
ードへ の 併合 を 目指す と きに 、実践と経験 の 全領域 に

その 支配 を深 く浸透させ る とい う点 で ある 。 しかし、支配階級がすすん で 無視 したり、除外 した りす る

領域が あ る。そ れ は、取 る に 足 りな い とい うこ とで 、また審美的 、 か つ また 当然の こ と と して一
般化 し

よ うとす るの で あ る……。社会 ・文化 の プロ セ ス 全体 へ こ の 支配 階級が力ず くで 浸透す る こ と は今や 決

定的に大きくな っ て きて い る 。

・…・・、新 しい 被支配階級 altemativc ぱ、支配階級の 重要な領域 を侵害す

る、つ ま り敵対 した り、圧 力 を か けた り、時 に 彼 らに 寄り添 っ た りもする 。しか し、こ の 時点で もなお

実践 と意味の 世界は ある 」　 （Williams ，1977 ：125−126）

と い う。 さら に、 「……よ り確か なもの と思われ る新 たな被支配者階級の 誕生 よ りも、それ に先

行する実践 と差 し迫 っ て い るが未だ熟 して い な い もの 」　（Williams，1977：127）に注 目す る必要

があ る と い うの で ある 。 彼 はあ くまで 新 しい 階級 の予兆を見る べ きで ある と主張す る の で ある

が、マ ン デ ル 夫妻は 「自由文化空間」の創造性 を階級的な ヘ ゲ モ ニ ー論 を超えた もの と独自に理

解する の であ る。
い うな らば、民衆の 文化創造力を 「定式化 した語 り」で切 っ て しまうこ とへ の

批判と理解すべ きだ ろ う。

　「バ ス ケ ッ ト （の 空 間）は、ど ちらか とい え ば劣位 に ある 人々 の 集団 に、自己成就 とア イ デ ン テ ィ テ ィ

の 確認 をす る機会 を増 や し、自己表現 と楽しみ の 機会をもた くさん 与えて い る 。 しか し、そ れ は彼 ら の

貧 しさ を軽減す る こ と もな い し、彼 ら の 低 い 地位を変 える もの で も、権力 へ 近 づ く叮能 性 を増 大 させ る

訳で もない
。 しか し、彼 らの 日常生活を豊 か に し、彼 ら 自身の コ ミュ ニ テ ィ に影響を及ぼ す決定 を 自ら

コ ン ト ロ
ー

ル する 可 能性をも っ た 領域 を広 げ て くれ る もの で あ る 」　（Mandle　and 　Mandle，1990：73）。

　カ リ ブ海に 浮か ぶ小国、 トリ ニ ダー ド ・トバ ゴ の 民衆バ ス ケ ッ トボ ール の 事例 （Mandle 　and

Mandle，1988，　1994＞と飽食日本 の 山村の 環境保全運動 とが い か に く地続き 〉 で あるか を議論す

る に は、さらに膨大な紙数を割 い た論証が必要で あろ う。 次節で 取 り上げる福島県南会津の過疎

山村を松 田に倣 っ て 「構造的敗者」 と呼ぶ こ と に ため らい は ある 。 また 、 「公 益 、 市民公益活

動 、NPO 、ボ ラ ン テ ィ ア」 とい っ た キ ーワ ー ドに表象 され る大都市圏の 「市民活動」　 （高田，

1998）とは氏 素性 の 異 なる山村 の 「市民」活動 に注 目す る とき、そ の双方間に ある溝の深 さに 戸

惑 う。 高田 の い う 「日本 に 『市民杜会』をもた らす可能性」 とい う強い ベ ク トル を もっ た市民活

動 に対 して 、我 々 の 山村 に展開 した 「運動」は、あたか も迷走する温帯低気圧 で あ り、い つ で も

消 えゆ く気配を漂わ せ て い る 。

　井上俊の 「シ ニ カル な理想主義」　（井上，1973：129＞の 主張が 、 対抗 と も抵抗 とも無縁の 山村
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の 環境保全運動 を意味づ ける とき に再浮上する 。

「隔離 さ れ た遊 びの 世 界で 、私 た ち は現実 を離脱 し、実生 活 の 様 々 の 重 荷か ら解放 され、ふ だん は 日常

の埃に厚くお お わ れ て ふ れ る こ との で きない 純粋な生 にふ れる体験をもつ 。……そう した体験 は、場合

に よ っ て は 、既存の 『俗』なる秩序 の あ り方を批判す る根拠とな る こ と もある し、さ らに は 『隔離』の

限界そ の もの を超え よ うとす る願 望を生 み だ す こ と もあ る」　（井 上．1973：121−122） 。

「自分自身を含め て、　『ま じめ』に な りすぎる こ とや、正 し くありす ぎる こ とを冷笑 しながら、なおか

つ あ る種の や さ し さを もっ て 『善』 を行 い うる 能力 を人 間 とい うもの は 持 っ て い る の で は な い か。人 閻

の そ の よ うな 能力 を、い ろ い ろ な形で 、で きる だ け開発 して ゆ くこ とが 必要 だ」　（井上，1973：131＞

と井．ヒは い う。

　氏の 理想主義は強い 「個人」を前提 と した もの で ある 。 それ ゆ え 、 山村の実践 を具に見た リア

リテ ィか ら遠い との批判 も可能だろ う。 しか し、 「自由文化空間」とい う概念も井上 の 主 張する

内包を伴 っ て初 め て 生 きて くる ように 思 う。 大震災で ボ ラ ン テ ィ ア が活躍で きた理由は 「地縁 コ

ミュ ニ テ ィ の崩壊」で あっ た とい う。　「こ れ まで の 地域づ くりで は、どち らか とい えば地域へ の

愛着など義務的な もの が強調 され 、 自発性を魂 とする ボ ラ ン テ ィ ア の 関 わ る余地 は少なか っ た」

（高田 ，1998：llO；佐野 ，
1996：16） ともい わ れ る 。

　山村の 「運動」で は、地縁 コ ミ ュ ニ テ ィ の しが らみ を幾重に もまとっ た人 々 が登場す る 。
ム ラ

に片足を残 した ままで 、い つ で も 「運動」か らは撤退する用意がある 。
つ まり、彼 らは 「狡知」

に満ちて権力へ 敢然 と 「抵抗」す る勇者で もな い
。 さらに、 「遊び」 をおずおず と提案す る 「よ

そ者」 も登場する 。 こ の 「よそ者」には、運動に 「遊び」の ラデ ィ カ リズム が不可欠で ある と言

い 切 る自信もな く、井上や先の菅原 らの透徹 した視線の強 さは ない 。どちらか とい えば、研究対

象と して の 生活者に寄 りかか りつ つ 、自らをそ の 「空間」の 中に縛 り付け て方向性を模索する と

い う非積極的な姿勢が見て取れる 。
こ の 「よそ者」の 人間像は、社会運動を担 う理念型的人 々 の

それ とはあ ま りに も遠 い とい え よう。

3，福島県南会津地 方の 環境保全運動 ：山村 NPO と地域再 編計画

3．1．南会津グリ
ーン ツ

ー
リズ ム 国際大会の開催

　以下 の 事例に つ い て は、すで に 『山村の 開発 と環境保全』　 （松村，1997）の 中で その
一

部が報

告され て い る 。 多少の 重複があるか もしれ ない が 、以下で はそれ まで ほ とん ど可能性が見えて こ

なか っ た 目常的な生活圏を超えた山村NPO の 近年の動 きを追 っ て、住民運動、市民運動の トレー

ス とは異なっ た 「運動」 の あ りようを概観 して みた い
。 前著で は、T 町大字H 在住 の A ・B両氏と

首都圏 の 大学助教授 K氏の 三人を中心 として南会津 の 「牛活課題 を優先 した環境保全の 運動」の

出発が報告 され て い る （松村，1997：343−350）。 以 下 で は 彼 らが 中心 と な っ て展開 して きて い る

「南会津グリ
ー

ン ス トッ ク ク ラ プ 〔以下 GSC と略）」 の 理念 と実践 に つ い て 述べ て み よ う。

　1996年 1月 の発会式で
、 GSC 会長Y氏は 「……つ まり働けば働 くほ ど収入が減っ て い くとい う

現実が 、 林業に もある わけです 。 南会津地方の 農山村は 、 農業 も先行 き暗 く、林業もとい うこ と

25

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Environmental Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Environmental 　Sooiology

松 村 ：山 村 再 生 と環 境保全運 動

で 、暗 い こ とだ らけとい う実態」で あ り、行政 は企業誘致 と （大規模）観光開発で 町の 活性化

を ！　 と考えて い る。しかし、こ れ に は懐疑的で ある と行政関係者が い る前で き っ ぱ りと述 べ

た 。 Y 氏は、地元で 中学校の校長 を退職 し、　A 氏らに乞われて会長職に就 い た。人口減少、過疎

化が進ん だ に せ よ、 「よ り生 き甲斐 の ある 地域 に す るため の 政策提言、実践活動 をして い くこ と

が 会の 狙 い ．」で ある と述 べ て い る （南会津GSC の 。

　さらに 、同会長は 1997年10月 に 開催 さ れ た 『南会津 グ リーン ッ
ーリ ズ ム 国際大会』に よせ た ク

ラ ブ 宣言 「緑 との 共生」で 自らの 理念を表明 した。

　「誇ら しげ な緑 の 木 々 と精澄 な水、そ し て そ こ に 住 む勤勉で 表
．
「育豊 か な人 々 が今日 も緑を相手 に土を掘

り返す 。 無垢 な子供た ちが 野 良で 兎と戯 れ、無心 に鳴き続け る 蝉 に そ っ と近づ く。 小 川で は小 さ な背 び

れ を な びか せ る魚 を水 飛沫の 濡 れ な ど気 に し よ う と もせ ず 追 い 続け る 親子 。 福音者 ら し きテ ク ノ ロ ジー

が 演出す る都市杜会 の 中で、心 の きしみ や蝕 まれ た 体の 回復 を求め て 人々 が起伏の あ る 草原や 広葉樹林

の 中 に体を横 た える 。 そして また、ある もの は慣 れ な い なが ら も鎌 を研ぎ、鍬 を振 る い 、土 と対話 し、

収 穫を喜ぶ 。そ して ある 者 は、山道 を駆け、畦道 を歩き、そ して 自転車を漕 ぐ。笑顔が 行 き交 い 、歓声

が こだます る。も し、南会津 に新 しい 文化の 流れ をつ くろ うとす る な ら、こ の よ うな映像 を再 び現実化

する こ とだ と思 う 。 「開発 に遅 れ た」 とい うイ メージ は 南会津 に は ふ さわ し くな い
。 も しかす る と緑 に

は 開発 とい う言葉 は不 似合い な の か もしれない 」　（『南会津　トレ イン ＆バ イ クマ ッ プ』 1997年10月）。

　氏の文章 に は理想主義 と ロ マ ン 主義が混在する。前の 発言は 地元を離れ て の 剃 回の 旗揚 げ式

で の もの で あるが ゆえに 、時折強い 調子 を含ん で 「行政」へ の 信頼感の 欠如を指摘 し た 。 南会津

地域 の参加者16名、大学研究者、コ ン サ ル タ ン ト、企業か ら9名 、 K氏 の 指導院生等8名 （合計33

名）が首都圏にあるK氏の 大学に参集 した。地元 自治体の 企画観光課 も一応は名前 を連ねて は い

るが 、実際に参加 した の は 4市町村の うち1村の み で あっ た 。 しか し、 地元 16名の うち 、 役場職員

の 肩書 きを持ちなが ら個人 と して こ の旗揚げ式に参加 した人 は 5名 （内1名は林業公社に勤務）に

上 っ た 。

　こ うした状況の 中で の 会長の行政不信表明 で あ っ た。K氏が 13年前に初め て T 町役場 を訪ね た

時に 、 若い 役場職員が もの を言 い に くい 雰囲気が あり、課長 ク ラ ス の 人 々 の 考えが強 く出て い る

こ とが肌で 感 じられ た と い う。 特に 、
こ の T 町 は 幕藩制期 に幕府直轄地で あ っ た こ と も手伝 っ

て 、 様 々 な役所 の 出先機関 が集中し、合同庁舎がある の も南会津 で は T町 の み で ある 。 飲み 屋

の数を数 えれば、こ の T町が突出 して い る こ とが
一

目でわかる 。 翻 っ て 言 うと、南会津郡の 他町

村に較べ てT町は こ れ まで 「安定」 して お り、動 きと して は少ない 町 と言 うこ とが で きる 。 その

動 きの なさは、必然的に 「事なかれ主義」を産み 出し、役人気質が T町の若者の動 きを停滞させ

て きた とK氏 は語る。

　さて 、こ の 会で K 氏は 「研究会」発足 に至 る経緯を個人的な思 い を も含ん で 長 く語 り、自ら地

域 に係留して 実践を進め て い く覚悟 を述べ た 。

　「記 号 とか 情 報 とか何 か 根な し草的 な もの に、私 た ちが 左右 され て 生きなけれ ば な らな い 社会を創 り上

げ た こ と は、事実 として受け止め なけれ ば な ら ない と思 い ます。そ うい う中で、私 た ちは南会津 とい う

空間 だ けで は な くて 、そ の 中 で 生 きる 人 々 の 『身体』 とい う もの も、引 き受 け なけれ ば な らな い と思 い
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ます」　（南会津GSC ，1996：5） c

　こ の 生硬な語 り口は南会津郡全域 の 生 活者の 心情 とは全 く隔絶して い る、とい うよ りな んらそ

の 代弁とな っ て は い ない こ とをK 氏は知 っ て い る の だ ろ うか。別言すれ ば、こ の ような表現が身

に つ い て し ま っ て い る の で は ない だ ろ うか ？　筆者はかつ て K氏 を 「自らは地元 の 人 々 に 近 い と

思 い こ ん で い る節」　（松村，1997 ：346）があ る と そ の 無 自覚な姿勢を評 した こ とが ある 。 そ の こ

とは、次の 「T 村人材育成21人会」の 会長H氏が 1997年 IO月に 下郷町で 開かれ たGSC 主催 の 国際

会議第2分科会で の 発言 と比 較する とK 氏 の 「よそ者」として の 目の 高さが よ くわか る 。

　「……自然保 護、環境 保 全 とは 言 わ な い ま で も、道路愛護 とか 河 川 愛護、花 い っ ぱ い 運動、関普請、堀

さ らい な ど 。 これ ら親 しみ や す い 愛称で 自分 の 周 りの環 境美化に 努め て、自分で気づ か ない うちに 自然

に 目を 向け て い る の が 南会津の 人 だ と思 い ます 。 また、そ うい っ た 活動の 中心 に 位置 して い るの は、女

性 で す」　 （GSC ．1998 ：173＞。

　彼は さ ら りと こ う言 っ て の けた 。 こ うして み る とK 氏 とい う 「よそ者」が こ の 地域で 果たす役

割とは何 だろ うと再度考える必 要が ある。K 氏 は、確か にGSC の 仲間 を自分の 理念 に合わ せ て

引 っ 張 っ て い こ うとは して い ない 。 彼の その柔 らか さが 、地元の 人々 の ある種の信頼感 を引き出

して い る の だろ う。 しか し、彼が 「地域に白らを係留して」とい うほ ど、地元 の 人 々 と交流 して

い る わけで もな く、筆者か ら見る と 「距離」を取 っ て い る ように みえる 。 「よそ者」で あろ うと

努め て い る ようで もあ り、　「身体」そ の もの がそ うさせ て い る よ うで もある。対 して 、H 氏 の 視

線は、確か に彼 らの 日常生活の 高さ に定位 して い る 。

　海外招待者8名、国内招待者15名、参加者が300名を超える 国際会議 を南会津の 若者た ちは や り

終え、そ して 大会が 「成功」だ っ た と評 した 7 ：

。 しか し、 GSC の メ ン バ ー
の み な らず 、 既存の

地域青年組織を動員して の 「成功」で あっ た 。
つ まり、T町商工 会議所青年部、青年連絡協議会

の メ ン バ ーが 10数人当日の駐車場係 などに張 りつ けられ て い た 。 その
一

人が K氏に 「先生 、 俺未

だ にグ リ
ー

ン ツ
ー

リズ ム っ て何 だべ か、わ っ か らねえな」と笑顔で 囁 い て い る の を傍 らで 聞い

た 。 K 氏の 表情 をその 時の ぞ き込んだが 、笑顔 と共 に駐 車場整備の 苦労をね ぎらう言葉だけが発

せ られた。日頃 か ら顔見知 りで ある こ とを除 い て 、事情 を知らない 人が聞けばK氏へ の痛烈な皮

肉と も聞こ える。そ の 要素もた ぶ んにあ っ たか もしれ ない が、　 「俺 も手伝 っ てるか らな」とK 氏

に 言い たげな表 「青で あ っ た 。 ボ ラ ン テ ィ ア と動員が複雑に 交錯する大会運営で ある 。

　総額経費が 1000万円近 くに 上 っ た大 々 的な 「国際会議」を過疎の 山間地 で 開 き、240頁に 上 る

英文を交 えた報告書が 啓上 され た 。 海外招待者の基調報告が 南会津の 人々 の関心を引い た とは筆

者には とて も思 えない
。 しか しなが ら 、 2日目の 分科会で の 地元 の 人 の 発言は

、 先 の 「21人会」

の 会長H 氏に代表され る 「地に足の つ い た」立派なもの で あ っ た 。

　K氏の 狙 い は、　「国際大会」 と銘打ちなが ら大 会第2 日目 の 地 元 リ
ー

ダ
ー

た ちが彼 らの 生活課

題 を語 る分科会に あっ たの だ ろ う。 「グ リ
ーン ・

ツ
ー

リズ ム」の 名称 も農政、県政の 風 向きを察

して の こ とである し、地元 の 人 々 の 心 の 奥にある コ ン プ レ ッ ク ス を払拭す るため の 「国際的」 と

銘打 っ た 「仕掛け」で あ っ た こ とが わか る 。 また、こ の 大仕掛けで なければ、公に補助 をもらう
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こ と もで きなか っ たで あろ う。 K 氏 と地方振興局長1氏の戦術が 「成功」 した とい うこ とになる 。

　GSC が 「自由文化空間」か どうか を計 り、 評価する必要があるだ ろうか 。 井上が主張する遊び

の ラ デ ィ カ リズ ム と も、彼 らの 「運動」 は遠 い 関係にある よ うに思 う。

　脇田健
一

は、ゴ ル フ場反対運動の
一

翼を担 っ た
一

人 の リ
ー

ダ
ー

を追 うこ とで 、 「普遍的な知見

の獲得」 を目指そうとせ ずに、運動の 「ス タ イル」と して捉 える こ とで 「単なる理念型的説明を

超えた」人 々 の ダイナ ミ ズ ム を把握 しようと した （脇 田
，
1996）。

　 「人 々 は 、自分 た ちの 生活を守る ため に、そ して 、大 きな力と対抗するため に 、 相互 に関係 を

持ちなが ら何が社会問題なの か を定義 し、それ を公に向か っ て主張する とともに、戦略的に 対抗

手段 を立 て て い く」　（脇 田，1996：184）の が住民運 動や市民運動であ るな らば、こ うした明確な

戦略や対抗手段 を起て られ なか っ たGSC の 「運動」が果た して どん な運動 とい える の だ ろ うか 。

3．2．トレ
ー

ン ＆バ イ ク

　旗揚げか ら国際会議開催の 1年 10ヵ 月は、た だただこ の 会議の 準備にGSC は奔走 した と言 っ て

よ い 。 その 間に 「トレーン ＆バ イ ク」 とい う地元の 赤字鉄道 に 自転車を持ち込む イベ ン トを3回

ほど試験的に行っ た。そ の 過程で 、自転車を駆 っ て林道を走 り回 り、温泉に浸か っ て電車で 出発

点に戻 る とい う何気な い 「遊 び」が、意外に地元 の 中年メ ン バ ーを筆頭に大好評であ っ た。こ の

「遊び」 と環境保全との 繋が りを参加者が意識 して い たか とい うと、K 氏す らも心許ない 。

　 しか し、こ の 赤字鉄道の 運輸部課長S氏 の 入れ込 み ようは尋常で はなか っ た 。 もち ろ ん 、運輸

実績を一ヒげる こ とが 彼の 仕事で ある こ とに違い ない が 、毎回20名弱の 参加に留まる こ の イベ ン ト

に 10回連続 、 すべ て に参加 した 。 「ち ょ っ と電車を取 っ て きます」 とい っ て まる で 車を廻 して く

るか の よ うに自分 で特別車両 を定時の 列車に接続する。彼は仕事とも遊 びともつ かずに 「特別車

内放送」 まで や っ て しま うの で ある 、

　K氏 の 発案は 、米国 の 「レール ・ツ
ー ・トレール」や 「グリ

ー
ン ・ウ ェ イズ」の 運動 を真似た

わけ で も、それが環境保全運動 と連動する確たる動 きに なる とい う保証 も皆無 で、悪 くい えば場

当た り的なもの にす ぎなか っ た 。 しか し、10年間こ の 地域に通 ううち、通勤時を除 い て 1両に 2、

3名の乗車で は しる こ の鉄道が環境保全運動へ の 「鍵」である と直感して い た とい う。地元 の新

聞に売 り込み、記事 を掲載する こ とは もちろ ん 、全国紙が大 きく取 り上 げて （朝 日新聞1998年9

月1日東京版夕刊、Asahi　Evening　News 　Nov，3
，
1998） 、 ク ラ ブ員の 閉塞感を癒 して い た cs）。

　山村の 空 は広が りに欠け 、 それが そ こ に住む人 々 の 閉塞感をなにか しら産み 出 して い た とい う

こ とは強 ち誤 りで はない
。 福島県の 中通 りか ら こ の 南会津に 入る に は 3本 の トン ネル を抜けな く

て はな らな い
。 奥会津へ は さら に 1本長 い トン ネル を抜ける必要がある 。 こ れ らの トン ネル が 開

通 した の は 12−15年前、以前は 日光街道今市市か ら北上す る道路が使 われて い た。こ の 閉塞感が

首都圏 の 大学に勤めるK 氏を受け入れ ようとするの ではない だろ うか L9 ）
。　「都市に つ なが る安

堵」 とい う意味で ある 。

　国際会議の後に こ の 「トレ
ー

ン ＆バ イク」イベ ン ト以外 に主だ っ た活動は見 られず、K 氏が期

待 し続けて い た学習活動も始まる兆 し は見えなか っ た 。 それ どこ ろ か、1998年春の 総会で 決め た

会費 （6，
  円／年）の徴収す らされずに年度 を終わろ うとして い た 。国際大会後に全国紙A 新聞
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を退社 した0氏夫妻が T町大字H の C 地区 に定住 し、こ の 会の事務局 を自ら進んで 担当する こ とに

決 まっ た 。 K氏 とは異な る定住す る 「よそ者」で ある 。

　0氏夫妻 とK 氏の提案で 2 ヵ 年の 会費を一度に徴収する こ と とな っ たが、こ の強引な会費徴収に

た い し予想 した倍の 会員が即座に納入を済 ませ 、 「お つ き合 い 」会員が抜けた 「す っ きりした」

形の ク ラ ブ となっ た．38名の ク ラ ブ員 の 内訳 は、地元3ヵ 町村在住者28名、東京在住南会津出 身

者 1名、K 氏大学関係者6名、近隣市町村3名で ある 。 こ こ に農林業を主 とす る会員は皆無で ある 。

つ まり、役場 ・公社を中心 と した公務員が主体で あり、それ に大学関係者 とマ ス コ ミ定年後の 定

住者が加わ っ て い る 。

　GSC は、99年度の 活動計画 として 、（1） 「トレ
ー

ン ＆バ イ ク」 イ ベ ン ト、（2）［Jl村大学、（3）K

湿原の保護をあげ 、 従来の 活動か ら大きく拡大 して実践に移 して きて い る 。

　（2）は 、 「山村振興 の ため の 野外教育 と人材育成事業」 〔1°〕 として 地域振興 サポ
ー

ト事業と し

て福島県の補助事業に採択 され、3年計画で行われ る。主催は GSC であ り、首都圏の 国立大学の

教員たち6名はそ の 支援要員 とい う体制で行われ る 。 地元講師を起用 して南会津住民、学生 ・院

生 を交えた野外教育、自然教育 の 「場」が設営 され る。99年5月す で に 「カ ヌ ーか ら み え る 自然

の 美」の 実習が試験的 に実施 され 、地元、学生双方の 好評 を得た。

　（3）の テ ーマ は 、こ れ まで こ の グ ル ープ の 中で 10年後 、 20年後の 目標 と して語られて きた こ と

であるが 、 昭和45年 に 「国指定天然記念物」 として指定された 「K湿原」　（約 105ha）の保護活

動 に乗 り出そうとい うもの で ある 。 T町が 「保護用地測量費」 を予算計上 した こ とに勢 い を得

て 、政策提言 を目指す活動計画で あ る 。 こ の 課題は、湿原に隣接 した開拓用地 の 買収などの問題

が 絡ん で い て 大変大 きな問題 を抱えて い る 。

　 「トレーン ＆バ イ ク」イベ ン ト以外、GSC の 活動に 見るべ きもの がない と述べ た 。 しか し、こ

れは公平を欠 い た表現で あっ た こ とが わか る だ ろ う。こ の GSC は、3ヵ 町村 に またが る住民 の 個

人的なネッ トワ
ー

クで 成 り立 っ て い るの で あ る 。 しか し、メ ン バ ー個々 人は 生活地域 に戻れば生

活者 として の社会関係の 中にある個 人で もある 。 そ れ ゆ え、 地域 や職場の 様 々 な関係 を介在させ

て 、GSC の 活動と連携 した環境保全 や地域 づ くりの 実践 を行 っ て い る有力 メ ン バ ーもい る。

　そ の
一

人は、勤め て い た役場を定年前に退職 し、町並み （S町 0 地区）を保存するため の 活動

（茅葺 きの技術習得）に飛び込 んで い る 。 さらに 、 A氏 とともに GSC の主要メ ンバ ー
であるYY 氏

は、実に三 つ の 地域 づ くり、 福祉活動の ボ ラ ン テ ィ ア の 中心人物 となっ て い る 。 環境保全 の 活動

に直接連動する とい う実践ばか りで はない が 、地域 づ くりに貢献する活動をGSCに学んでボ ラ ン

テ ィ ア集団を立ち上 げて きて い る 。 こ うした 「運動」の拠点づ くりが生活圏 （町、集落）の 中で

始 ま っ て い る 。 視線 を生活 レ ベ ル に近 い 地点 に落とすこ とで見えて くる地域再生活動で ある。

3．3，大字 H の騷動

　か つ て 「どんづ まり」と称 したC地区を含め て ll区 （小字）か らなる大字H は 、今、騒動の 中

に ある （松村，1997：343−350） 。 農林業が壊滅状態で ある こ とは、今 さ らい うまで もな い （表

1）。 しか し、海抜700m か ら750m に かけ て の こ の H 地区で 、依然 と して 高齢者に よ る自給的農業

が 維持 され て い る。耕作放棄率は、1．2％ （1985年）か ら5．5％ （1990年〉に急増 した後、そ の ま
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表1　耕地状況 と農家数 農家数 ：戸

面積　： a

田 畑 樹園 地 借入耕地 貸入 耕地 耕作放泰地地

　
区

年度

経営 耕

地 総面

　積

農家

数 面椥 農家数 面積／農家数 面積濃 家数 面積儂 家数 面積濃 家数 面積／農家数

T
　
町

198019901995正45515113258993721614B5891992399／14童9
8且713／987
75220／89135917

／15呂5
22ロ 8／9471899

／84317199

／268
9367／1165

藍60／7謬

21050／53＆

　　：

14368／410

　　：

6044／25旦

11窪84〆35614129
／366

H
地
区

1980199019951011188848131監30H9

正0988M

／130814
五／1187332
〆108H29

〆亘Z8743
／92774
／97186

／6
　−
25／29

呂5／381587
／441687
／33281

／16537
／21349

／16loo

／4457
／24530
／3正

出典 ：農 業セ ンサ ス よ り作成

表2　H地区新住民調査

1998年8月現在

総 　計 U タ
ー
ン 1 タ

ー
ン　　 ｝タウ 半定住 定住

年度
世帯数 人数 世帯数 人敗 世帯数 人欺　世帯数 人数 世帯数 黒 世帯数

S601 1

S61312141414
S622 2

Hl4111 3

H224 14 止

H3H45111
皇 28 121

H523 13 1

H633 13 2

H7310 16 24

H844 24 2

H968 12 正 4123

HlO48 36 12

総 計 4064361340285 ！0 置7

聴 き と り調 査 に よ る （芳賀沼聖氏協力）

表3　H地 区の 年齢 別 人 ロ 分布

年　 度 地 　 区 総 　計
噛
o− 14歳 （％） 15− 29歳   且5− 64歳 （％） 65歳 以 上 （勁

／ 990 652109 （16．7） 83（12．7） 388（59．5） 155（23．8）

1998H

地 区

7091   8（15，2） 91（12．8） 406（57．3） 195（27．5）

1990
　　　　　　 114

，425　 2，744（19．O） 2，111（14．6） 8，95D（62．　O） 2，731 （19．9）

1995T

　 町

エ4，216　 2，493（17．5） 2，058（14．4） 8，567（60．2） 3，158（22．2）

まで 維持 され て い る （5．9％
，
1995年） 。 同程度 の 規模の 大字集落で T 町の 平場農村で あるN地区

では、3．4 ％ （1985年）、12．1％ （1990年）、14．7％ （1995年）と拡大傾向に ある点 と比較す る と

大字 H の 耕地の 荒廃は留 まっ た とい える 。 そ の 理 由が 大字H の 新住民の 増 加に ある。

　 「新住民調査」　（表2）で 見るよ うに、1986年 「ウ ッ ド村地区」に入 っ た P−16を皮切 りに 「ス

キー場地区」　「C 地 区」へ と移住者、別荘建設者が 1992年以後急激に増え て い っ た 。 い うなれ

ば、バ ブ ル 経済崩壊後 に こ の 地 を選 ん で 入 っ た人々 で ある 。 C地区は、こ の 3年間の うちに 8軒が

完成、現在1軒が新築中、計画決定が 1軒 と地付 き7軒に加えて 12軒が揃 うこ とにな っ た 。 こ の よ
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表4　来住者
一

覧

LL ：地 主

P　 ：ペ ン シ ョ ン

◇ ；半 定 住

◆ ：定件
◎ ： 寮

  ：家 族 数
○ ： 30歳 代
△ ： 4eta代
● ； 50歳 代
▲ ： 5D歳 代
※ ：近 い 内 に 職 を 辞 め る

　 　 予 定 者

写真　C地区 の棚 田風景

諸鑰 緇灘轍 蜘 垂　 卿
．　　 ・蹠窪・寒一

ξ漁懲 穐 魏 舘
岬

照

灘講 難 ll＼ ＿，＿ i瞬 1．
惣 窺頭 畆 纏 繍 ｝　 　 ．　 津　．．　勵照靴紹um鱒臨蝋tt噸炉6　　　　　　　　再

葺繊 轢 籬 嘸鯰 鞭 麟 ．融目慌碗’日F7煕 誤 郵鯛 額 聯 儡 舗
　 ・　 i… 三lr鵯

い
喉

　 ：1；
囁’

ll融 l　 tt

地 区 世 代 番 号 現 ・前 年 代 （元 ） 職　 業・
形 態 住 所

1− LL
聾一しL3
− LL

ス 1一ト ◆   福 島県 ▲ 地域内ス キ ー
場勤務

2−P−◆   福 島 県 ▲ 地 域 内 ス キ ー場 勤 務

キ 3−P−◆   東 京 都 ○ 元 サ列
一
マン

4−P−◆   東 京 都 △ 国 際 通 信 吐・ビ ス ※

15 −P−◆   東 京 都 △ 元 美術 専 門学 校 講師
大 6−◎ 東 京 都 ▲ 元 製 造 業

場 7−◇ 東京 都 ▲ 元 全国 紙 A新聞 社
8−◇ 田 島 町 ○ H製 作 所 社 員

地 9 東京都 ▲ 元 放 送 局 人 事 部
10−◇ 東 京 都 △ 自営 業

区 1卜 ◇ 東京都 ● 消費組 合連合 ※

12−◆  横 浜市 ● 石 油会社 ※

13 茨城 県 ● 国 際通 信 サ
．
ビ ス ※

．14−◆  神 奈 川 県 △ 銀 行
15−◆   東 京 都 △ 1ターン

4−LL5
−LL16
−P−◆  福島県 △ 元 サラリ

ー
マン

ウ 口 茨 城 県 ● 公 務 員 ※

字 L8 埼 玉 県 △ 自動 車 整 備 業
ツ 19 福 岡 県 △ 教 師

20 栃 木 県 △ 公 務 員
ド 21 東京都 △ 音 楽 プ ロデ ュ

ー
サ
ー

22−◇ 東京都 △ フリ
ー
加 ラマン

村 23 埼 玉 県 △ 自営 業
24 埼 玉 県 ● 自営 業

地 25−◆  埼 玉 県 △ H製 作 所 社 員
26−◆  東 京 都 ○ H製 作 所 社 員

区 2τ
一
◆  郡 馬 県 △ H製 作 所 社 員

28−◆  東 京 都 ▲ 元教 師
29−◆  栃 木 県 ▲ 元 教 師
30 東 京 都 o 教 師
31 東 京 都 ○ 整体 師

6−LL7
−LL

H 8−LLC9
−LL32
−
◇ 東 京 都 ○ サラリ

ー
マン

33−◇ 埼 玉 県 △ キ加 関 係 研 究 職
34 茨 城 県 △ 首都 圏 国 立大 学教 員

地 35 埼 玉 県 △ 印刷 業
3嶂 神 奈 川 県 ▲ 元 公 務 員
37 埼 玉 県 ○ 印刷 業
3呂 茨 城 県 ● 首都 圏 国 立大 学教 員
39−◆  神 奈 川 県 ▲ 元 全 国 紙 A新 聞 社

区 40−◆  東京都 ● イラストレ汐
一

4L−◇ 神 奈 川 県 ● 全 国紙A新 聞社
42 水 戸 市 △ 歯 科 医 者
43−◆  埼 玉 県 △ 地 方 局 ブリ

・
アナウンサ

．

うな移住者の 増加は 、大字H にある分校 （小学校）の 生徒数を増加に転 じさせ て 、T 町の 市街地

地区 の 人 々 を大 い に驚か せた 。

　K 氏が友人 と共に建て た小屋 （1989年）は こ の C地 区に あ る が、4年後 に2軒と な っ た後 は 動 き

が なか っ た。しか し、こ の 3年 間は地区の 人々 が 「どうなる もの や ら」と い うほ どの 建築 ラ ッ

シ ュ とな っ た 。 ILI林の 中 に密集建築した 「ウ ッ ド村地区」で の 境界をめ ぐる問題発生に対する反

省もあ っ て、こ の 地区で は ロ グハ ウ ス の建築用地300坪、それ に農地 300坪をつ けて の借地契約が

基本で あ り、年間借地料は 15万円 （うち畑分5万円）で ある 。 こ の借地方式が効を奏 した とい え

る。

　写真の ような棚 田に所々 見 られ て い た耕作放棄地が、こ の 2年間 で どん どん減 っ て きて い る 。

それは、こ の 地 区に 入 っ た人ばか りで な く大字H へ の 新来住者 （＝定住する 「よ そ者」）が地元

の 高齢者 を助け て こ の 棚田 の 耕作 を再 開 した こ とが 理 由で ある 。
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　C 地区 で は ・咋年、昨年と他出して い た後継者二 人が結婚を期に U タ
ー

ン した 。 それ に加えて

増改築が 隣接する地区を合わ せ る と6軒 と な る
。

こ の 変化は留 まる こ とな く、大字H の 中心に あ

る簡易郵便局 が今年 ロ グハ ウ ス風に新築され た 。 こ の郵便局を経営するM 氏はGSC の メ ン バ ー
の

一
人で あ り、 大字 H に製材工場を持 つ A氏 ・B氏の勧め に従 っ て大字H 再生計画を実践に移 した の

で ある 。 さらに、定住す る 「よそ者」　 （表2，28，29，5−P）が地主 で あるM 氏 を助け 、 村落民 の た

め の 大型 ベ ン チ を完成 させ た。

　こ こ まで述べ て くれば、もはや明らか で あろ うが、こ うした増改築ブ
ー

ム の 背景には、こ れま

で 「無価値」 と思 われ て い た荒れた杉林 の 活用 に よ る借地料、農地付 き別荘の 借地料が入 っ た こ

とが ある 。 M 氏 は 借地に よ り今年度よ り年間100万円の収入 を得る こ と に な っ た 。 それ に留まら

ず、住居地 ・農地の 貸借関係を超えた大字H の む らづ くりの 新た な協力関係 を作 り上 げて きた 。

さらに、9名の 「地主」が誕生 し、大字H の 「地主会」なる もの もで きて い る 。

　さて 、こ の 7年間で 27軒 （大字H ） 、 C地区では3年間で 10軒の ロ グハ ウ ス が軒並み建 っ た わけ

で あるか ら、そ の 景観 も大 きく変わ っ て しまっ た 。 10年前の K氏 とA氏 ・B氏 との 計画で は 、 「隣

の建物が 見えな い こ と。 森の 中に す っ ぽ りと入 っ た感じ」が条件であ っ たが、広葉樹の 植樹 など

の B氏 の 努力 に もかか わ らず、さなが ら 「別荘開発地」の 感が 出て きて し まっ た 。
ロ グハ ウ ス で

統
一

され る こ とを期待 したA氏 ・B氏 の 思惑 も少 しずつ ずれ て 、彼 らとは 異なる業者が 工 場生産

の サ イデ ィ ン グボー
ドを使 っ た小屋などを建築する に 至 っ た 、 C地 区 （38）の F氏 （97年小 屋建

設）は、　「純朴な山里 の 景色 と田舎暮 らしに憧れ て 行 っ たつ もりで すが、短期間の内に無秩序と

も思え る土木 ・建設工 事が どん どん進ん で、半ば あ きれなが らが っ か りして い ます。……あの 地

区が
一

体 ど うな っ て しまうの か、何か で きる こ とは な い の か 思案 し て い ます」 とK氏へ の私信に

述べ て い る 。

4．結 びにか えて　生活地域 ・定住する 「よ そ者」・象徴力を行使する 「よそ者」

　前節で 述 べ たGSC の活動が 南会津の 環境保全運動 の 象徴的な部分 を担 っ て い る こ とが 、大字H

に視座 を据 える と知る こ とが で きる 。 GSC の有力な会員は、い ずれ もが 生活地域 にお い て独 自の

地域再生運動 を担 っ て い る 。 大字H の 近年の 動 きを創り出 して い る の は 、同 じGSC の メ ン バ ーで

あるA 氏 とK 氏、そ れ にB 氏で ある 。 しか し、彼 らが創 り出す現実 の 大字H の 変貌とGSC の 「自由

文化空間」 はさなが ら異空間である 。 定住 しない 「よそ者」の アイデ ィ ア はGSC の 「自由文化空

間」で こ そ活きて い るが、大字H で は そ うした 「文化空間」 を創設す る こ とす ら未 だ可能 で は な

い 。つ まり、A 氏の 言葉か ら推察す る と 「実績がな い 」と言葉 もアイデ ィ ア も霧散 して しまうの

で あ る。

　実績 とは 、枝葉を取れば 「金」で あ る。見捨 て られ た山林が1反歩 10万円で 貸せ る 。 こ れ以 上

の 実績 と数字は想像で きな い 。実績 を現実化する の は、大字H で はA氏 とB氏 で ある。K 氏は 、彼

らの 後ろ で佇ん で い る だけで ある 。
二 人 の 背後にK 氏が い て様 々 な ア イ デ ィ ア を出 して協力関係

を強め て い る とい う誤 っ た認識が ある 。 K 氏はC地区の 沢水を集め た簡易水道 を守る こ とが ひ い

て はK 湿原の保護、持続的な 「開発」の 主体 として こ の 地区が独 自の ア イデ ン テ ィ テ ィ を創 り上
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げる と考えて い たが 、 B氏の ユ ン ボ
ー

は い とも簡単にパ イプを掘 り起 こ し、町 の 水道 に切 り替え

て しま っ た 。 また、棚田 の 真ん 中を不似合 い な農道が造 られ、無機質の 自い ガー ド レール が 連

なっ て しまっ た。こ の 意志 決定に 定住 しな い 「よ そ者」
「
が 参画 で きる は ず もな い

。

　こ の 定住 し な い 「よ そ者」の 象徴力は
、 生活地域 を超えた と こ ろ で よく機能 し、定住す る 「よ

そ者」を引 き寄せ る こ とに大い に貢献 した 。 生活地域にお い て も確かに彼の象徴力は機能する の

で ある が 、地元 A 氏 ・B氏 の 実績提示力に依存 した もの で ある こ とがわかる 。

　風景を改変 し 、　「実績」すなわち何 らか の 「実入 り」とな っ て は じめ て地元は動 く。 大字H の

有志で 、K湿原の 下 にある売店の 営業を共同で 始め ようとい う気運がで て 、来年か ら実施す る こ

とに決まっ た こ とは、A氏 とK 氏が 「職場を創 り出す運動」と言 い 続け て きた こ との 「実績」と

な りつ つ ある 。 定住する 「よ そ者」で ある0 氏
〔H ）

は、こ れは 大字H 全体で や る べ きだ と い う。

つ まり、個人に権利 を分割 して 経営をする の で は な く、あ くまで 大字H の 合議で売店経営をすべ

きで あ る との 主張で ある 。 こ の 定住す る 「よそ者」の 主張は 、大字H の 「意志」 と符合する 。 そ

の 理 由は 、 菅原の い う 「ともに ある 身体」 とい う表現が 馴染 まな けれ ば 、 0 氏の 長年 に わた る

F村おこ し」の 現場歩 きで培 っ た勘が そうい わせ る の で あろ う。

　い わゆる 「組」で ある が 、わずか8戸 とい えども従来か ら独立 した講組織 を もつ C地区で も、

自らの お膝元の 変貌を目の 当た りに して C地 区独自の対応 をすべ く話 し合 い を始め て い る 。 埋 も

れて い た地 域ア イデ ン テ ィ テ ィ が顕在化 して きた。

　生活地域 と創 られた文化地域 （GSC の メ ン バ ー
の居住する エ リア） とい う レ ベ ル の 異な る 2地

域で の 「運動」が同時に進行 して い な けれ ば、K 氏 とい う定住 しない 「よそ者」が象徴的機能を

果たす こ とはなか っ た と思 う。 さらに 、K氏 の 「地域 に 自らを係留 して 」、 「身体に備わ っ た 自

明性 をあて に して」地元 の 人 々 と 「文化空間」に 参画する姿勢が 、　「よそ者」 と して の作法で あ

ろ う。 定住する 「よ そ者」の 時間的な経過 と ともに 、 生活地域で の 「文化空間」へ 地元の 人 々 が

どう関 わ っ て い くか も今後注 目すべ き課題で ある 。

　さら に、K 氏は 自らの 活動の舞台を大字H に据 え、野外教育とい う 「装置」 を持ち出した。 こ

の 「装置」を使っ て 歴 史的な基盤 をもつ 生 活地域に 「文化空間」 を創 り出そ うと して い る 。 そ の

「文化空 間」に地元の 人々 と定住する 「よ そ者」が交錯する実践の場 を創 り上げようとい う戦略

の 現実化で ある 。 こ の 「装置」が決 して マ ン デ ル夫妻の 「自由文化空間」とい える もの で はな い

こ とは もはや明 らかで あろ う。 野外教育 を中核 とする 「文化空間」は 、 外の 世界 と深 く繋が ら ざ

るを得ない
。　「生 きる力」を強調する中央の文教政策、グ リーン ツ

ー
リズ ム を推進す る県 の 政 策

方針など と無縁で はあ り得な い
。 そ の 「空間」の 自律性を守る の が 「よそ者」の 役割 （ゲート

キ
ー

パ
ー
）で ある “2）

。 こ の 「野外教 育」 とい う 「遊び」に対 して の期待 は、地元住民 と 「よそ

者」、さ ら に定住 す る 「よ そ者」で は 、 同床異夢の 恐れがある こ とは容易 に推測で きよう。

注

（1）　「じご ろ （地五 郎）」 と 「ながれ （流 れ ）」の 差 別構造が 水俣病初発 の 時期 の 「自律の 差 別 」 と して

　 人 々 を内か ら縛 っ た （鶴見，1983）。未認 定患 者へ の 差別の ありよ うは、　「「認定」が水俣病患者 を生 み

　 だ す とい う逆転が お こ る」 とい う言 葉 に 集 約 され る （関，1999） c
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（2）近年 の ま と まっ た 大 きな仕事と して飯 島 ・長 谷 川 ・舩橋 （1997）。研究成果 の 概略 は、飯島 （1998）

　 に詳 しい 。

（3＞堀 川 三郎、吉兼秀夫、野 田 浩資 の 歴史的環境保存 に 関 わ る 業績が その 典型 で ある 。

（4）生 活 環境 主 義 に 立 つ 諸研 究、我 々 の ラ イ フ ス タイ ル そ の もの が 問 題発生 とその 解決へ の 戦略点で あ る

　と考 え る実践 へ の 理 論武装 〔鳥越 皓 之 ） も言 うまで もな く 「生活」 の 視座 に裏打ちされて い る 。

（5）　「研究対象の 中へ 人 り込 み、そ の 中で 対 象独 自が 持 つ 「構造的 意味』を探 りだ そ うとす る 、その た め

　に （調査対象 と研究者 との ）　『距離』 を縮 め よ う と努力 し、分 析道具 を捨 て る こ とも厭わない 有賀 。 対

　して、同様な心的態度 を持 ちつ つ もあ くまで その 「距離』 を保つ こ とで 対象を よ く捉 える こ とが で きる

　と考 え る鈴木 」　（松 村，1998：128−］29）。こ の 日本農村社会学の 先達で あ る 有賀喜左衛門 と鈴木榮太郎 の

　二 人 に 、当事者性 とい う意味で 違い をみ る こ とはで きない 。視線の 強 さとい う意味 で 二 人 は決別す る 。

　　小 田 ・松 田 と筆者 の 実践観 の 違 い を敢 え て 表現す れ ば、ア フ リカ と 日本 と い うフ ィ
ー

ル ドの 違 い に 由

　来す る当事者性 の 差、つ まり、 「地域」 に 自ら を係留 して 実践 を編 み 出 す方法以外 に取 り得ない 日本 の

　山村で あ るが ゆ えの 差とい うべ きか もしれ ない
。 研究対象へ の 「入り込み 」 とい う点で、大杉高司の 「非

　合理 的」 な 主体 論 の 整 理 に も多 くを学 ん だ e

（6）筆者が 「「身体』 の フ ィ
ール ドワ

ー
ク」と呼ん だもの で ある （松村 ，

1995＞ c それが 可能 と な る 「場」

　を設定す る必要が ある 。
こ の 「場」 とい う発 想 は、P．ブ ル デ ュ

ーの よ うに 戦 略や 資本が 効率的に 発揮 さ

　れ る 「場」 と は異 な る 。

（7）大会3日前、 「こ の 大会 は誰 の た め の もの か ？」 とい う批判が A 氏 を通 じて K 氏 まで 届い た。大会の プ

　ロ シ
ー

デ ィ ン グ ス の 翻訳整理 で 氏 は3 日間ほ ど徹夜 に 近 い 日 々 を送 っ て い た の で あ るが 、片道4時間弱 の

　現地 へ すぐ飛 ん だ。GSC内の 人脈 の ねじれも手伝 っ て い た よ うで ある が、　K 氏が 「我 々 の 側 に い るの か」

　とい う首実 検的 な要 素 が 強 か っ た事件 で あ る。海外招待者の 基調講演は 確か に 彼 らに は全 く馴染 み の な

　い もの ば か りが並 ん で い る とい う印象は否め ない
。

　 1 バ ー
ナ
ード ・

レ
ーン （英国

・ブ リス トル 大学生 涯教育学科準教授）　「『グ リ
ー

ン ッ
ー

リ ズ ム 』その

　　 概念、実際、そ し て 最良の 実践」

　 2 小凵」善彦 （英国 ・バ ー
ミ ン ガ ム 大学 日本研究セ ン ター

副所長）　「ヨ ーロ ッ パ にお け る農村ツ
ーリズ

　　　ム の 戦 略 と 方 法論
一

マ ネジ メ ン ト、パ ー
トナ

ー
シ ッ プ そ して ネ ッ トワ

ー
ク」

　3　ハ ル
・ヒエ ム ス トラ （米国

・レ
ー

ル トレ
ー

ル 保全協会国家政策部次長｝　「『レ
ー

ル
・トレ

ー
ル 運動』

　　　に よ る 地域活性化」

　 4 　ボ ブ
・
ボ
ーズ （カ ナ ダ ・

前 サ ー
レ
ー市長 、元 ブ リテ ィ ッ シ ュ

・コ ロ ン ビア 大教授）　「ブ リテ ィ ッ

　　　シ ュ
・コ ロ ン ビ ア における サ イ ク リン グ と クロ ス カ ン トリース キー」

　 5　ダ グ ・レ オ ナ ル ドセ ン （ノ ル ウ ェ
ー・リ レハ ン メ ル 大助教授）　「第17回冬季オ リ ン ピ ッ ク

ー
環境 に

　　 優 しい オ リ ン ピ ッ ク だ っ た の か、そ れ と も表面的な変化だ っ た の か ？」

　 6 ヘ ニ ン グ ・
ア イヒ ベ ル グ （デ ン マ ーク ・民衆大学教授） 「ラ ン ドス ケープ の 展開

一そ の シナ リオ と

　　 草の 根 の 対立 ；デ ン マ
ー

ク の 農村 地 域 に お け る緑 の 復 興」

（8） 『Be−Pal』　『Goody 』とい っ た ア ウ ト ドア 専門誌 は、こ の 活動 を大き く取 り上 げて い たが 、会員 の 関心

　は 全 国紙 の 取 り上 げ 方 にの み 集中 して い た 。

（9）か つ て 「中野ヨ 以田 貝論争」　（東大出版会 『UP』誌 上）で 、東京文理 大の 前史 を もつ 教 育大学の 教員

　 仲 野卓）で ある が ゆ えの 処遇 を受け る 旨の 発 言 が あ っ た こ とが 思 い 起 こ され る。大学 の 持 つ 象徴 力 は、

　か つ て とは 較べ よ うも な い が 考慮す べ き点で あ る。

（10）正 式名称は 「山村振興の た め の 野外教育 と人 材育成事業一NPO ・自治体 ・大学間の パ ートナーシ ッ

　プ」 で あ る 。 事業 内容 の 概 要 は、（D 自転車 を使 っ た 自然教育 （2回）（2）カ ヌ
ー

からみ える 自然 の 美 （2

　回）（3）冒険キ ャ ン プ （1回）（4）キ ャ ン プとカ ウ ン セ リ ン グ、加 えて 講演会
・
講習会 と して、（1）山村振
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　興 と野 外教育 の 可能性 （2）自然美 を ダ ン ス パ フ ォ
ー

マ ン ス で 表現す る （3）明 る い 山村生 活 とは何 か ？

　以上 が99年度に 実施 され る 。

（ll）地 域 活性化の 事例 をA紙 に署名入 りの 記事を載せ、田舎暮ら しの 著書 も持つ
。 記者 と して 地方を歩 き

　回っ て 退職後夫婦共 々 移住 した 。

（12＞鬼頭 （1998 ：51＞ は、 「よそ 者」に よ る普遍 的な視点の 導入 に よっ て 、地域の 環境意識 が 変容 して い

　くと述べ て い る 。氏の 方法は あ くまで 方法論的客観主義 を貫 くもの で あ るが、筆者 は、フ ィ
ール ドの 内

　に ある とい う感覚を残 して 「普遍性」 に 向か う道 を探す手法を考えて い る。
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    REVITALIZATION  AND  CONSERVATION

          IN  THE  MOUNTAINOUS  AREA:

A  FIELD  WHERE  A  
"STRANGER,,

 AS  A  SCHOLAR

   CREATES  THE  
"OPEN

 CULTURAL  SPACE,,

               WITH  LOCAL  PEOPLE

MATSUMURA  Kazunori

      Institute of  Health &  Sport Sciences

       UNIVERSITY  OF  TSUKUBA

1-1-1 Tenno-dai, Tsukuba, Ibaraki, 305-8574, JAPAN

    Recent studies  in Environmental Sociology in Japan have shifted  their fbci from

the various  pollutions and  (other) environmental  problems to the conservation  of

everyday  life, Along  with  the focal shift, methodologically,  it is increasingly

unsatisfactory  to merely  look on  the practices of  life of  local people, In this paper, I

offer  an  alternative  perspective on  the concept  of  stranger  that aims  to objectify  the

research  agent  while  relying  on  selfevident attributes  that reside  in hislher own  body.

This perspective brings us  the dynamic inter-play in "Open

 Cultural Space" (Mandle
and  Mandle, 1990; Williams, 1977) among  three types of  agents:  the local people,
those strangers  who  moved  in and  permanently settled in the iocality, and  those strangers

who  have their permanent residence  elsewhere.  In short, researchers  who  share  concerns

for the revitalization  of  the depopulated area  can  reach  the task by elucidating  
"tactics"

of  as  opposed  to  
"strategy"

 (Michel de Certeau) or  bricolage (L6vi-Strauss) of  the

local people.

     To  illuminate my  conceptual  argument,  this paper presents a case  of  Iocal

conservation  movement  in the Minami-Aizu  region  in Fukushima Prefecture, Japan.

By  examining  a series of events  and  discourse ofvarious  agents  in the recent  movement,

I discuss the roles of  the key players in the interplay and  its implications to their cultural

space.  In summary,  it has become  clear  that the element  of  
"play"

 is critical  in the

process of  the cultural space  creation  as well  as  in the practical pursuit of  the conservation

movement  in the locality.

Keywords andphrases:  revitalization,  conservation,  
"strange4
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